
茨木高63期から一挙4選手  ガンバ大阪へ新入団!!　

「変わっていく大切さ」と「変わらない良さ」
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　初冬の候、平素より山桜会の皆さまには、本校教育に対し、
ご理解とご協力をいただき、深く感謝いたしております。今回は
9月に行われました中学校の文化祭の内容を中心に報告をいた
します。
　今年度より追手門学院中学校は全学年「SSクラス」「Sクラス」
の２つのクラスが揃いました。それに伴い、文化祭の演目も2つ
のクラスの特性を活かした発表となりました。
　現在中学校の文化祭は2日間に分けて行われています。初日
（今年は9月12日）は午前中にバザー参加、午後はブラスバンド
部とチアダンス部の発表の後、1年生のクラスの演目発表、2日
目（今年は9月13日）は2年生・3年生のクラスの演目発表です。
舞台発表は両日とも大学の学生会館で行われています。初日に
発表した1年生は「SSクラス」が寸劇を交えたハンドベルの演奏
とコーラス、「Sクラ
ス」がコーラス・ダ
ンス・郡読と、両ク
ラスとも趣向を凝ら
した1年生らしい演
目でした。
　2日目の「SSクラ
ス」の2年生・3年生については、2年生が舞台上での公開ディ
ベート、3年生が寸劇を交えたプレゼンテーションという今まで
の文化祭の演目のイメージを大きく変える発表でした。2年生の
ディベートのテーマは「人工知能は将来必要なのか」。その必要
性について肯定派と否定派に分かれての討論が舞台上で繰り広
げられました。3年生のプレゼンテーションは「少子化問題」「集
団的自衛権」の2つのテーマについて、始めに問題点を寸劇で
表現し、その後、自分たちの考えをパワーポイントを使って発表

しました。いず
れの学年も、こ
の日のために、
そ れ ぞ れ が
iPadや図書館な
どで調べ学習を
行い、非常にレ

ベルの高い発表となっていました。このようなディベートやプレ
ゼン発表は、文化祭に特別に行ったものではなく、総合学習な
どの時間を使って日常的に行われています。その成果発表の場
として位置づけられた演目でした。
　「Sクラス」の2年生・3
年生については追中文化
祭伝統のクラス劇の発表
でした。2年生は「感謝の
気持ちを言葉で伝える」
ことを主題にした劇、3年
生の2クラスはいずれも「家族の絆」を主題にした劇でした。どの
クラスの劇も見ごたえ十分で、非常に完成度の高い舞台発表でした。
　演目の内容は異なりますが、どのクラスも本番直前に幕が下り
た舞台の中から円陣を組んでの掛け声が客席に届いてきました。
そして本番での精一杯の発表後に、やりきった達成感で涙を流
す生徒の姿を目にすると、文化祭を通しての教育の大切さを実
感します。この達成感は、本番までに取り組む過程の密度により
ます。文化祭後のアンケートでは9割以上の生徒が「満足できた」
「仲間と協力できた」「仲間を思いやることができた」と回答して
います。仲間と創り上げる喜び、達成感、協力することの大切さを

体感できるのは追手門学院中学
校の文化祭ならではのものです。
今後も中学文化祭での教育目
標は、演目が変わっていっても
大切に引き継いでまいります。
最後に「追中通信」に掲載された
3年生の感想をお読みください。

　＜3年 B組＞「as one grows ～成長とともに～」
きつい練習を経て、ついに文化祭の当日を迎えた。練習をして
もやはり本番になるとハプニングは起きた。しかし、それをカバー
して、本番は大成功した。皆泣いていた。中学最後の文化祭と
思うと、僕も涙がこぼれそうになった。僕は文化祭というものを
終えて思ったことがある。それは、皆で何かを成し遂げる難しさ
と、その先にある達成感だ。

　それまでの運動場
は、水はけが大変
悪く、雨が降るたび
に水溜りがあちこち
にでき、しばらく使
えない状態になって
しまいました。また、
大雨の際には、土
が流れ、でこぼこになってしまい、整地が必要でした。晴れて
いるときは、昇降口に膨大な土が上がり、掃除も大変でした。

この運動場の改修は、小
学校にとっては、念願の
事業でした。３年前から
プロジェクトを立ち上げ、
計画を練ってきました。土
にするかの議論から始め、
中庭の実績から「人工芝」

にすることにしました。理科園を東館屋上に移設し、その部分
にミニバスケットボールコートを設け、ボールを弾ませることが
できるスペースも確保しました。４代目となるコンビネーション
遊具は、お城をイメージしたデザインに生まれ変わりました。
理科園は、昇っていく階段から意匠を凝らし、段差を設け、屋
上庭園の様相になりました。伝声管や、日時計、月をかたどった
椅子、手押しポンプ、星座版を設置し、子どもの夢が広がる
空間に仕上げています。
　この新しくなった施設で、子どもたちの運動量が増え、理科
に興味を持つ児童が少しでも多くなることを祈ります。
　お近くにお寄りの際は、ぜひご覧いただければと思います。

新しくなった運動場・理科園 追手門学院小学校　教頭  杉田 圭一
追手門学院中・高等学校（茨木）校長  住谷　研

                    

　追手門を卒業してガンバ大阪に入り一番思う
事は、物事に対する責任感の違いです。高校生
の時は悪いことや人に迷惑のかかることをした
ら、注意されて気づくことができていたけど、今は
自分の行動、言動全てが、自分の責任になり自分
の評価にもつながっていくので、すごく気にして
生活するようになりました。

　これはガンバ大阪に入ったからと言う理由だけではなく、社会人に
なったからということも言えることだと思います。皆さんもいずれは卒業
して大学に行ったり働いたりすることになると思いますが、卒業したら
良い意味でも悪い意味でも、全てが自由になるので、自由になったとき
に責任のある行動を取れるように、高校生活をしっかり学んで、楽しん
で生活していってください。

　僕は今年の1月追手門高校を卒業し、ガンバ
大阪に入団しました。卒業してからと高校
生だった頃とでは、生活が大幅に変わりました。
まずは社会人になると言うことで、本当に一つ
一つの行いに責任を持ちながら行動していま
す。それに「ガンバ大阪」と言うブランドを背
負っているので、さらに周りからの視線というも

のを意識しています。けれど、その考え方を早くから追手門学院で学
ばせてもらいました。勉強だけでなくそういう私生活の部分を一番学
んだと僕は思っています。なので先生方に勉強以外にも色々と言わ
れて、口うるさいように感じますが、それは自分のためと思って、ふて
くされず、一言一言をしっかり聞いて、社会に出たときに必ず生かせ
るので、これからの学校生活を本当に楽しんでください。

　僕がカンバ大阪に入って感じた事は、社会
の厳しさです。ガンバ大阪の一員になったこと
で、僕の行動・言動一つ一つで、「ガンバ大阪」
と言う看板に泥を塗ってしまうこと。そして何よ
りもう学生じゃ無いことです。今までは困った
り、わからないことがあれば学校の先生などに
教えてもらったり、悪い事をすれば注意しても

らっていたけれど、今は違うんです。だから自分の行動・言動に責任
を持たないといけないと思いました。そして自分がいる場所は
スポーツチームなので、運動能力の向上もしなければならないけ
れども、それ以上に社会人として恥じないように、これからも学んで
いかなくてはならないと思いました。
　そして、いつか目標とされる人に、成長していきたいです。

　まず、ガンバ大阪は日本で毎年のように優勝
争いを繰り広げていて、去年はJリーグ、ナビスコ
カップ、天皇杯と国内三大タイトルをすべて優勝
したチームです。僕は今、このガンバ大阪の選手
としてサッカーをできている事に、とても幸せを
感じます。こんなにも、最高の環境でサッカーを
できるチームは他に無いと思いますし、何より日

本代表の選手や、レベルの高い選手と一緒に練習ができて、その日々
の練習の中に吸収できることがたくさんある事が、すごく嬉しいです。
僕はこのような最高の環境に身をおけるようになったのは、自分だけの
力だとは思っていません。たくさんの人たちのサポート、そして高校
時代スポーツコースを作っていただき、サッカーに関わる時間を長く設
けてくださった追手門学院中高に感謝しています。そして自分が活躍す
ることで、恩返しになると思うので、もっと頑張りたいと思います。

林　瑞輝  Mizuki HAYASHI 平尾　壮  So HIRAO

嫁阪 翔太  Shota YOMESAKA 妹尾 直哉  Naoya SENOO

GK ゼッケン「31」 FW ゼッケン「30」

MF ゼッケン「28」 MF ゼッケン「26」

池田 賢八郎 大手前中高47期

フィアット・アルファロメオ新大阪フィアット・アルファロメオ新大阪

本社・ショールーム

平泉 憲一 茨木高25期

片山・平泉法律事務所

暮らしのエネルギーを、
ご家庭へ安全にお届けする。

大阪ガスサービスショップ・住設機器特約店・ガス内管工事会社

代表取締役 辻中 弘敏
専務取締役 辻中 徳一

株式会社
辻中

株式会社
北千里
ガスセンター

ライフ
サービス

株式会社
リブオール

株式会社
ハウゼック

（豊中市）

（吹田市）（寝屋川市）

（大阪市）

（茨木市）

TSUJINAKA
GROUP

辻中 徳一
辻中 弘敏 茨木高21期

茨木高23期

株式会社

西川 良彦 茨木高18期

100 周年おめでとうございます

＠ＧＡＭＢＡ ＯＳＡＫＡ ＠ＧＡＭＢＡ ＯＳＡＫＡ

＠ＧＡＭＢＡ ＯＳＡＫＡ
＠ＧＡＭＢＡ ＯＳＡＫＡ


